
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

スレイマン・ベルカント

ドレイク

軍師

7

900

暗視/限定竜化/光ブレス/弱点(魔法+2)

男 ？？？？自称25歳

「3-5：人族を助けたことがある」
「1-5-4：のめり込む趣味がある」
「6-3-3：苦手な動物がいる（いた）」

11

10

9

6 1 2 20 3

6 2 1 20 3

6 1 2 19 3

7 4 1 22 3

15 3 1 28 + 2 5

9 1 4 23 3

ソーサラー

コンジャラー

セージ

バード

ウォーリーダー

7

2

3

1

6

魔法拡大/数

魔法誘導

MP軽減/ソーサラー

魔法収束

IB39

IB32

IB33

IB39

交易共通語

神紀文明語

ドラゴン語

ドレイク語

汎用蛮族語

魔法文明語

バジリスク語

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

ヒーリング

軍師の知略

怒涛の攻陣Ⅰ

鉄壁の防陣Ⅰ

鉄壁の防陣Ⅱ：鉄鎧

鉄壁の防陣Ⅲ：甲盾

鉄壁の防陣Ⅳ：無敵

戦旗槍の旗（加工） 100

197 297

0

0

0

0

ソフトレザー 7

0

3

3

スピア 1H両 15 -1 -1 10 0 20

冒険者セット

保存食（一週間分）

リラ

着替えセット

マナチャージクリスタル（5点）

ジャックに貸した

生活費x16
雑収入
くまのぬいぐるみ（Lサイズ）
保存食（消費分）
戦旗槍（加工）

7359

3 20 60 0 3 43

8 9 10 10 50

真語魔法

操霊魔法

深智魔法

7

2

2

12

7

12

ターバン

軍師徽章

ロングマント

魔法の発動体

アンクレット

叡智の腕輪　知性の指輪*2

改訂版ルルブII　ドレイクの角を隠すためのもの。

ドレイクの翼を隠すためのもの。

ある地方では「運命」の意味がある。金属製。

青色（+1,+13/+2,+14）

魔剣を失う前、偶然助けた人族から詩の何たるかを学んだ。（魔剣を失った理由とかそれからどうしていたかとかは、GMと相談します。）

魔剣を破壊されたショックで廃人同然――というよりは狂人となり、能力と共に多くの記憶も失ったが、「大切な誰かがいた」こと、そして
その誰かが教えてくれた「詩」というものへの感動と執着だけは忘れられなかった。今はもう彼女はいないが、人族の文化・文明への強い憧
れは持ち続けている。

ドレイクなのに爬虫類や爬虫類めいたものがすごく苦手である。その原因をすっかり忘れているが、恐らくは魔剣を失ったときに「何か」あ
ったのだろう、そしてその「何か」が、蛮族社会との別れを、「忘れてしまった」ながらに決意させたのだろう。

「スレイマン」が本来の名、「ベルカント」は同名の他人と区別するための添え名であり、名字ではない。（因みにイタリア語で美しい歌、
トルコ語で固き誓いを意味する…綴りはちょっと違うけど）なんで名字っぽいものを書かなかったかというと、蛮族の家名ってどうなんだろ

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

